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昨年６月､奈良県文化会館において『生命のメッセージ展ｉｎ奈良２０１０』

（サブタイトル：すべての学校にいま伝えたい）を３日間にわたり開催し

ました。予想を超える沢山の方々が会場に足を運んで下さいました。

、

すべての学校に『生命の重さ・かけがえのなさ』を伝えたいという願いが

－歩前進できました。ご来場下さいました皆様、また取組み作品等を快く

ご提供下さいました学校関係者の皆様方には、この紙面をお借りして心よ

りお礼を申し上げます。

、
一ノ

いのち

･生命のメッセーーージ展の学校開催を
一
へ
一

犠牲者が主役の展示ですが、怖れ．暗さといったものはなく、会場内に彼

らの等身大の人型オブジェが設営されるや、これまで誰も為し得なかった

静かな、エネルギーに満ちた「生命」を伝える様々なメッセージが、声な

き声で語りかけられてきます。

r初め輔=瀧駕側限観｡で式、

ソ

『生命のメッセージ展』は、犯罪・事故．いじめ・医療過誤・－気飲ませ

などによって、理不尽に生命を奪われた犠牲者が主役のアート展です。あ

る日、元気に家から出かけ、二度と戻れなくなった彼らが、会場を訪れて

下さる一人ひとりに、生きられなかった自分達の現実を通し、『今を生き

ている生命のかけがえのなさ』を真筆に語りかけます。

１）教職員・保護者・生徒（学生）の三者が校内で一緒に見学できる。

２）「生命の尊さ・かけがえのなさ」という、取組みが比較的困難な話

題を三者が同時に共有することで、共に考え、話し合いができる。

３）ミニ形式の開催は設営時間・運送経費の負担を小さくできる。

この展示を奈良県下の幼・保育園を始めとする小・中・高校、短・大学、

雲察学校、自動車学校等で、「生命の尊さを伝える教育」として、ミニ形式

（縮小版）で開催できればと考え続けています。理由は、学校内での開催

には次の三つの利点が考えられるからです。

し
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昨年の奈良県文化会館での展示はフル形式で、会場内に１４０数名の

人型オブジェが並びました。その直後の６月９日には奈良少年刑務所にて、

矯正教育の一環として同じくフル形式の展示が講堂の中で実施されました

･続く９月３０日、県下で初の小学校での展示が曽爾村立曽爾小学校にて

同校体育館内でミニ形式（３０名の人型オブジェ使用）で実施されました。

実施にあたり、両所では刑務官・先生方が事前の準備に熱心に取組んで下

さり、開催当日は生命のメッセンジャー達(人型オブジェ)に出会った誰のヰ

にも「自分の生命、周りの人の生命」について考え．感じるという行動が

生まれ始めました。開催した意義はたいへん大きく、一過性で終わらず今

尚、各人の中で温め続けられているとの報告を頂くことができました。

これら貴重な成果を墓にし、この度「小さな親切」運動奈良県本部様のご

支援の下『ミニ・生命のメッセージ展』の説明を分かりやすく冊子として

仕上げました。多くの先生方・ＰＴＡ・学校関係者の皆様方にご高覧いただ

ければ幸いに存じます。
、 ノ

メッセンジャーとは

犯罪・事故．いじめ・医療過誤・

－気飲ませなどによって理不尽

に生命を奪われた､犠牲者ひとり

ひとりの等身大の人型オブジェ

はメッセンジャーと呼ばれ､その

胸元には本人の写真や家族の言

葉を貼り、足元には「生きた証」

である靴を置いて､命の大切さを

訴えています。

本人の写真 本人と

長

~、

無念にも亡くなり、生きたくても

生きられなかったメッセンジャ

ーの「未来につながる命」を守る

ための想いを感じて下さい。

ピ

※メッセンジャーはＮＰＯ法人いのちのミュージアム

が保管及び符理をしています｡同法人については
htLp://inochi-museum､or.』p／をご参照願います。 ノ

ノ
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…１９歳青年の暴走運転、制

限速度４０キロのところを

１１０キロの猛スピードによ

りスピンし対向車線にはみ

出し、私の車両に激突し、愛

する次女未来(みく)の幼い命

を奪われました。…座席の下

にうずくまる未来を抱き上

げガラスを肘で割り助けを

求めました。あの時の未来の

温もりは今も私の手に残り

消えることはありません。…
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蛍す＆謝鼎蕊
《家族のメッセージ】

…あの朝シャボン玉をしま

した。》シャボン玉とんだ、

屋根までとんでこわれてき

えた）シャボン玉を追い

かけて笑っていた未来。この

数時間後未来は命を奪われ

てしまいました。

…私たち家族は、あの時から

時間が止まっています。…
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＝生命のﾒﾂｾヴ展鰯鯖艇先生ご寄稿両
曽爾小学校では、ＰＴＡ行』jj言として人権教育講波会を開催し、児童と保護者が一緒に参加で

４

２９日（水）展示作業

３０日（木）午前中

午後

講演会

児島さんと事務局橋本さん、本校職員の５名で約２時間

放課後、各担任は展示されたメッセンジャーを事前に見学

学年ごとにメッセンジャーと対面低学年は添えられている家族

からのメッセージを担任が解説しながら見学

保護者が展示を見学（２５分）

「つながっていく命」児島早苗さん（４０分）児童、保護者

いよいよ児童がメッセンジャーと対而するときが来ました。パネルを見るだけで理不尽に亡

くなった人の思いを受け止めることができるだろうか。低学年に理解できるだろうか。このよ

うな心配もありましたが、会場に入った子どもたちは黙ってパネルと対面していました。一人

静かにメッセージを読んでいる子。じっと写真を見つめる子。子どもの人型パネルと背比べを

する子。それぞれが集'|Ｉして対面していました。時折、傍らにいる児島さんが児童に語りかけ

てくれます。最後に、赤い毛糸を一本一本繋いで、命の大切さを共有していきました。

‘保育園児が見学に来ました。保育士の説明をじっと|ﾊlいて、同じぐらいの年齢の了･どもたち

の死を感じ取っていました。Ｉ|･'学校の教師も見学に来て、ぜひ生徒に見せたかったと残念そう

でした。保護者は子どもを亡くした親の無念を受け止めながら、一枚一枚のパネルと対而して

いました。

児烏さんの講演が始まりました。息子の健仁さんが交通事故で緊急入院したこと。何として

も生きてほしいと願う母の悲痛な思い。それにもかかわらず１４日後に亡くなったこと。健仁

くんの遺品や作文を紹介しながら話をしていただきました。食い入るように見つめて聞いてい

る子ども。目頭を熱くして聞き入っている保護者。会場のすべての人が、「命の斌さ、命の尊厳」

について考える時間となりました。

生命のメッセージ展が終わってしばらくしても、廊下に掲示してある全校生の感想文を立ち

止まって読んでいる姿が見られました。１月の人権作文発表会では、５年生の児童がメッセー

ジ展で命の重さについて考えたことを発表しました。その発表に対して、６年生から「私もあ

れ以来、人に「死ね」などの言葉は絶対･言わないようにしています｡」と感想を述べていました。

、

ノ
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/雲ﾒｯｾージ展で受け止めた｢命の大切さ｣は子どもの中にちゃんと生き続けていました。
半年ほど経ったＰＴＡの集まりでも､メッセージ展は印象深かったと話題に上りました｡また、

ＰＴＡ広報紙に掲載されたメッセージ展の記事を読んで､もう一度命の大切さを確かめてもらえ

たのではないかと思います。広報紙は曽爾村の全家庭に配布しました。

メッセージ展で、「死の現実」とI向貝而した衝盤は、ｆどもにとっても大人にとってもたいへん大

きいものでした。

Ｌ

【児童の感想】

○わたしよりもちいさい子がじけんやじこでなくなっていることをしって、びっくりし

ました。みんなもっと生きたかったとおもいます。よっぱらいうんてんやよそみうん

てんはやめてほしいです。（１年生）

○とてもとてもぼくはくやしくて、かわいそうだと思いました。ぼくは車にのるときシ

ートベルトをしっかりします。ぼくも交通ルールを守ります。（２年生）

○子どもが死んだ話を聞いて、ぼくは自分がそうなったり、友だちがいなくなったらど

うなるのかなと考えました。考えたけど想像できません。こじまさんの話を間いてい

るとき、悲しそうでした。こじまさんを見ているととてもかわいそうでした。命はた

った－つしかないということがわかりました。（４年生）

○ぼくは話を間いて、いろいろなことを学びました。展示していたメッセンジャーを見

てとても感動しました。ボードには、将来の夢などを書いていました。まだ若いのに

かわいそうだなあと思いました。ぼくにも（空手で優勝したい）という夢があります。

これから夢を大事にしていきたいです。（５年生）

【保護者の感想】

○今回、はじめて（ミニ・生命のメッセージ展）見せて頂きました。等身大のパネルや

写真、くつなど、本当にその子（人）の存在がそこに感じられ、メッセージも伝わっ

てきました。母親として、子どもを失う苦しみを考えるとつらく、すべて見てまわる

ことができませんでした。でも、今、子どもが生きているという事実、その奇跡を改

めて感じ、感謝の気持ちで－杯です。今日は帰ってすぐ、子どもを抱きしめたいと思

いました。本当にありがとうございました。このような活動を広め、続けていってほ

しいと思います。

○一人一人の命の重みを感じました。実際に亡くなった人の写真や、亡くなったときの

身長、履いていた靴を見て、とても悲しく切ない気持になりました。今日の講演を聴

いて、子どもたちの心にも何か響いたものがあったと思います。

○メッセンジャーを見て、ここにあるパネル、命の叫びは、ほんの一部でしかないだろ

うと思いました。家族を亡くされ、児島さんと同じ思いをされているご家族や反人が

たくさんおられて、今もなお苦しんでおられるかと思うと心が痛みます。私も車を運

転しますが、今以上に安全につとめ事故をおこさないように、また被害者にならない

ように気をつけていきたいと思いました。

昼



「 ~、色壬自誇樗テ
－

曽爾小学校人権作文集から

生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
か
ら

五
年
生

み
な
さ
ん
は
、
「
死
ね
」
と
い
う
一
一
一
一
亘
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

わ
た
し
は
、
友
達
に
向
か
っ
て
「
死
ね
」
と
い
う
一
一
二
葉
を
何
回

か
一
一
一
一
口
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
と
き
に
そ
ん
な
言
葉
を
使

っ
た
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
、
け
ん
か
し
た
と
き
つ
い
カ
ツ
と
な

っ
て
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
「
死
ね
」
と
一
一
一
一
口
い
放

っ
た
わ
た
し
の
一
言
で
相
手
を
と
て
も
き
ず
つ
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
相
手
の
落
ち
こ
ん
だ
し
ょ
ん
ぼ
り
と
し
た
顔
を
見
て
い
る
と

（
し
ま
っ
た
）
と
後
か
い
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
じ
ま
さ
ん
と
い
う
人
の
お
話
を
間
き
ま
し
た
。

こ
じ
ま
さ
ん
は
、
む
す
こ
さ
ん
を
交
通
事
故
で
と
つ
然
に
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
む
す
こ
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
と
き
の
お
話
を
間
き

ま
し
た
。

こ
じ
ま
さ
ん
は
、
話
の
な
か
で
「
息
子
の
命
を
生
か
す
こ
と
」

「
同
じ
苦
し
み
を
た
つ
こ
と
」
を
胸
に
今
日
も
こ
じ
ま
さ
ん
と
同

じ
苦
し
み
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
た
た
か
い
続
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
じ
ま
さ
ん
は
、
む
す
こ
さ
ん
が
子
ど
も
の
と
き
に
遊
ん
だ
ス

コ
ッ
プ
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
道
具

を
見
て
、
わ
た
し
は
、
今
で
も
こ
じ
ま
さ
ん
は
息
子
さ
ん
の
こ
と

が
大
好
き
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
こ
じ
ま
さ
ん
の
お
話
を
お
間
き
し
て
と
て
も
つ
ら

~、

６
Ｌ

い
思
い
を
さ
れ
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
な
み
だ
を
流
す
ほ

ど
心
の
お
く
が
と
て
も
さ
び
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
じ
ま
さ
ん
の
お
話
を
間
い
て
、
わ
た
し
は
、
気
楽
に
だ
れ
か

に
向
か
っ
て
「
死
ね
」
と
言
っ
た
ら
本
当
に
そ
の
人
は
、
（
自
分
は

必
要
の
な
い
人
間
な
ん
だ
）
と
思
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
わ
た
し
が
「
死
ね
」
と
一
言
わ
れ
た
ら
そ
う
思
う
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
は
絶
対
に
「
死
ね
」
と
一
一
一
一
口
う
言

葉
を
使
っ
た
ら
だ
め
だ
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
「
死
ね
」
と
一
言
わ
れ
た
子
の
親
も
心
が
チ
ク
チ
ク
す

る
ほ
ど
つ
ら
い
思
い
を
す
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
言
わ
れ
た
子

は
自
殺
す
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
ら
、
親
は
も
っ
と

悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
「
死
ね
」
と
い
う
一
言
は
人
を
殺
す

武
器
と
同
じ
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
じ
ま
さ
ん
の
お
話
の
中
で
わ
す
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
む
す
こ
さ
ん
の
将
来
の
夢
の
こ
と
で
す
。

む
す
こ
さ
ん
は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
宇
宙
で
働
く
人
に
な
り
た

か
っ
た
そ
う
で
す
。
宇
宙
か
ら
地
球
を
美
し
く
す
る
仕
事
を
し
た

か
っ
た
そ
う
で
す
。

わ
た
し
に
も
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
夢
を
と
つ
然
う
ば
わ
れ
る

と
と
て
も
つ
ら
い
で
す
。

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
今
ま
で
と
ち
が
っ
て
悪
□
を
言
わ
な
い
自

分
に
直
し
て
い
き
た
い
で
す
。

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
人
を
き
ず
つ
け
る
言
葉
を
絶
対
に
一
一
一
一
こ
い
ま

せ
ん
。
そ
し
て
自
分
も
家
族
も
ま
わ
り
の
友
達
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

ノ
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「 、２０１０年１０月２０日付奈良新聞

震
：

踏
み
出
し
た
⑥

ち
に
伝
え
た
い
」
と
学
校
開
催

葎
呼
び
掛
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ

き
、
教
祷
現
溺
で
の
腿
催
は
県

な
っ
た
機
雷
者
の
等
身
大
オ
ブ

の
取
り
組
み
が
新
た
な
一
歩
を

Ｅ
Ｎ
⑲
○
（
児
鴎
国
雷
代
塞

意
味
を
、
よ
り
深
く
子
ど
も
た

内
で
初
め
て
だ
っ
た
。
「
命
の

た
。
文
化
祭
な
ど
の
催
鞭
奄
除

１
ジ
腰
（
ミ
ニ
版
）
」
が
あ
っ

ジ
ェ
で
命
の
璽
さ
を
伝
え
る

村
立
憾
爾
小
学
校
霞
爾
村

基
懸
、
尾
上
講
興
校
畏
）
で
先

月
帥
日
、
那
件
や
噸
故
で
亡
く

犀
一
命
（
い
の
ち
）
の
メ
ッ
セ

永
幡
直
乏

鎗
白 爾小でメッセージ展

岡
展
は
「
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
」
と
呼
ぶ
人
郵
矛
プ

ジ
ェ
に
迩
族
の
雪
葉
な
ど

を
添
え
、
足
元
に
は
愛
用

の
靴
在
瞳
く
。
平
成
旧
年

に
ス
タ
ー
ト
し
、
各
地
で

帥
回
以
上
開
縦
。
児
麹
代

表
は
７
年
前
に
神
奈
川
県

内
の
会
場
で
、
交
通
率
散

で
亡
く
な
っ
た
痩
奥
・
瞳

仁
さ
ん
（
当
跨
遮
歳
）
の

オ
ブ
ジ
ェ
の
醜
に
立
ち
尽

く
す
小
学
生
の
姿
に
「
小

さ
な
子
ど
も
に
も
、
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
っ
て
い
る
」
と

県内初､教育現場で開催

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
と
も
に
〃
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
“
と
出
会
う

子
ど
も
た
ち
Ⅱ
先
月
鈍
臼
、
雷
鱗
語
畳
野
の
霞
爾
小
学
技

今
を
生
き
ら
れ
て
幸
せ
／
友
達
に
悪
口
言
わ
な
い

ｌ
刊

ど
も

学年超え'~伝わった」

７

示
猛
見
学
し
た
綱
学
年
の

児
菰
は
さ
ま
ざ
ま
に
命
へ

の
思
い
猛
巡
ら
せ
た
。

自
分
と
同
じ
く
ら
い
の

背
丈
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

に
注
目
し
、
先
生
に
解
説

が
恋
し
い
孤
件
で
亡
く
な

っ
て
い
た
。
宮
分
は
今
、

生
き
ら
れ
て
幸
堂
忍

は
決
し
て
友
達
に
、
ウ
ザ

イ
と
か
死
堀
と
か
言
わ
な

い
」
Ｉ
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
と
も
に
体
育
館
の
霊

確
侭
し
た
。

瞥
爾
小
で
の
蝿
総
は
今

年
６
月
、
児
島
代
表
ら
が

奈
良
市
内
で
蝿
い
た
県
内

３
回
目
の
同
展
を
梶
岡
俊

之
数
頭
が
圃
溺
手
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
実
魂

「
自
分
よ
り
小
さ
な
子

に
し
て
も
ら
う
低
学
年
、
直

分
で
説
蛎
遼
蹴
め
患
悲
っ

に
な
る
中
学
年
の
子
ど
も

た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

．
つ
の
命
が
ど
れ
ほ
ど

大
切
で
認
失
わ
れ
た
時
の

恋
し
み
が
い
か
に
深
い

か
」
を
職
じ
取
っ
た
。

「
年
齢
幅
の
広
い
子
ど

も
た
ち
の
反
応
に
少
し
の

危
ぐ
も
あ
っ
た
が
、
そ
ん

な
心
配
は
雑
用
だ
っ
た
」

と
梶
岡
激
頭
。

児
騒
代
淡
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
訪
れ
る
金
蝿
も

大
切
。
で
も
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
学
校
で
グ
ラ
ス

の
仲
間
と
と
も
に
体
験
す

る
こ
と
に
蚕
憲
意
義
が

あ
る
と
実
感
し
た
」
と
謎

し
た
。
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｛ Ｉ■曽爾小学校で開催された『ミニ・生命のメッセージ展』の様子■
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【会場設営】前日午後、体育館にメッセンジャー３０命を５人で約２時間の設営
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鷺

MliiilI



１

、〆

【遺族の話に耳を傾ける】【先生と生徒が対話する】
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の講演に、教職員・生徒・保護者が共に参加】

【生徒が立ち止り感想文を読んだ廊下の掲示】
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【一人でメッセンジャーと向き合う】 【メッセンジャーと背くらべしている生徒】
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東京駅（八重洲口広場）

浜松駅北□「フォルテガーデン」

市民会館「ハーモニーホール座間」

なみはやドーム

生駒市中央公民館

国立奈良工業高等専門学校

阿倍野区区役所ホール

市地域交流センター「アスビラート」市民スペース

横浜そごう９階市民スペース

「かでる２．７」道民活動センター

川崎市教育文化会館

とちき福祉ブラザ

千葉県総合教育センター

秋田県社会福祉会館

衆議院第一議員会館

高知市文化プラザ「かるぽ－と」

長崎ブリックホール

熊本県民交流館「パレア」

滋賀県立県民交流センター「ピアザ淡海」

長野市「もんぜんプラ座」

中小企業振興会館吹上展望ホール

静岡県男女共同参画センター「あざれあ」

男女共同参画プラザ「アウガ」

和歌の浦アート・キューブ

早稲田大学戸山キャンパス学生会館

市地域交流センター「アスピラート」市民スペース

アスト津４Ｆホール

高山市民文化会館

－、

２００２年

生命のメッセージ展の足跡
※この記録は、「生命のメッセージ展」フル形式開催のものです。

２００３年

２００４年

２００７年

太字:奈良県内開催■:学校開催■:国会での開催
番号開催日開催都 市

■矯正施設での開催（刑務所、少年院）

会場年

し
1０

２００１年 回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

第
第
第
第
第
第
第
第
第
詞
詞
調
謝
謝
詞
詞
調
謝
謝
詫
塞
詫
寒
塞
鐸
鐸
寒
寒

３/２４

７/7～7/８

８/１１～8/１９

１０/１４

１０/26～１０/２８

１１/１０～１１/１１

１１/23～１１/25

2/1～2/３

２/8～2/１１

５/１７～5/19

7/１６～7/２１

８/23～8/２５

１０/25～１０/2７

１１／２９～１２/１

２/18

3/１１～3/16

5/１６～5/18

8/1～8/３

１０/１１～１０/1３

１１/２１～１１/2３

３/５～3/７

４/23～4/2５

６/１１～6/1３

１０/９～１０/1０

１２/7～１２/1２

１/28～1/3０

３/25～3/2７

５/１３～５/１５

東京都中央区

静岡県浜松市

神奈川県座間市

大阪府門真市

奈良県生駒市

奈良県大和郡山市

大阪府阿倍野区

山口県防府市

神奈川県横浜市

北海道札幌市

神奈川県川崎市

栃木県宇都宮市

干葉県千葉市

秋田県秋田市

東京都千代田区

高知県高知市

長崎県長崎市

熊本県熊本市

滋賀県大津市

長野県長野市

愛知県名古屋市

静岡県静岡市

青森県青森市

和歌山県和歌山市

東京都新宿区

山口県防府市

三重県津市

岐阜県高山市

広島県広島市

群馬県高崎市

東京都新宿区

第３２回

第３３回

第３４回

第３５回

第３６回

第３７回

第３８回

第３９回

第４０回

第４１回

第４２回

第４３回

第４４回

第４５回

第４６厄

ノ

第２９回

第３０回

第３１回

２００５年

広島県民文化センター

高崎シティギャラリー

早稲田大学戸山キャンパス学生会館

6/１７～６/１９

１０/８～１０/1Ｃ

１２/６～１２/１１

1／１２～1／14

1/20～1/22

2/１８～2/19

5/１６～5/18

8/１８～8/20

9/１５～9/１７

１０/６～１０/８

１１/28～１２/３

１２/4～１２/９

７/１４～7/1７

７/２１～7/2２

９/7～９/９

１０/５～１０/８

１１／１６～１１／1８

１２/９～１２/1４

三重県鈴鹿市

三重県桑名市

茨城県水戸市

東京都千代田区

栃木県宇都宮市

東京都稲城市

宮崎県宮崎市

神奈川県平塚市

東京都新宿区

大阪府大阪市

東京都千代田区

埼玉県鶴ヶ島市

福岡県前原市

滋賀県近江八幡市

東京都新宿区

鈴鹿国|際大学

桑名市立益世小学校

茨城県総合福祉会館

悪政会館衆議院第二議員会館

栃木県総合文化センター２Ｆ

稲城市立中央図書館

宮崎市民ブラザ

平塚市美術館

早稲田大学戸山キャンパス学生会館

南港ＡＴＣｌＴＭ

明治安田生命丸の内マイブラザ

富士見公民館

前原市立前原小学校

近江八幡男女共同参画センター

早稲田大学戸山キャンパス学生会館

２００６年



群馬県桐生市

、

愛知県岡崎市

三重県伊勢市

沖縄県那覇市 てんぶす那覇

市立白鳥小学校

川越少年刑務所

川口市中央図書館７Ｆメディアセブン

男女共同参画センターエルプラザ

群馬県庁ロビー

千葉市文化センターホール

ビッグハート出雲

めいてつエムザ

松山市総合コミュニティーセンター

日野市立第六小学校

都久志会館

京都産業大学

大阪ＡＢＣホール

早稲田大学戸山キャンパス学生会館

琉球大学

市原刑務所

多摩少年院

三重大学

大分県庁

桐生市文化会館

小豆坂小学校

皇阜館大学

1／１２～1／14

2/22～2/24

3/4～3/５

３/22～3/29

6/6～6/８

７/１６～7/20

8/26～8/27

9/１２～9/１４

１０/１１～１０/１２

１０/24～１０/２６

１０/３１～１１/３

１１／１５～１１／1６

１１／１８～１１/２０

１２/5～１２/７

2008年第４７ 回

第４８回

第４９回

第５０回

第５１回

第５２回

第５３回

第５４回

第５５回

第５６回

ロ第57回
第５８回

第５９回

第６０回

第６１回

2009年第６２ 回

第６３回

第６４回

第６５回

第６６回

第６７回

第６８回

第６９同

愛知県弥富市

埼玉県川越市

埼玉県川口市

一
〆 上海道札幌市

群馬県前橋市

千葉県千葉市

島根県出雲市

石川県金沢市

愛媛県松山市

東京都日野市

福岡県福岡市

京都府京都市

大阪府大阪市

９
６
４
６
２
６
６
７
３

ノ
ー
２
２
２
２
１
２
ノ

２
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ー

１
１
１
２
３
４
８
９
１

一
一
へ
一
一
へ
一
己
へ

４
４
３
５
０
５
４
５
１

ノ
－
２
２
２
２
１
２
ノ

２
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ー

１
１
１
２
３
４
８
９
１

東京都新宿区

沖縄県那覇市

千葉県市原市

東京都八王子市

三重県津市

大分県大分市

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

アバンセ／県民ホール

福島市民会館

青葉女子学園

郡山市労働福祉会館

いわき・ら・ら・ミュウ

関西テレビ

四日市市文化会館

シビックセンター徳島

きらめきみなと館

国際医療福祉大学

仙台育英学園（多賀城校舎）

かながわ県民センター

奈良県文化会館

奈良少年刑務所

暁学園高等学校

福井県国際交流会館ホール

和歌山刑務所

岸和田浪切ホール

鈴鹿医療科学大学

多摩少年院

栃木県議会議事堂

山口市民会館

岡山市デジタルミュージアム

静岡市民ギャラリー展示室

岡山ドーム

鈴鹿市民会館・展示室

京都弁護士会館

きらめきみなと館

百草台小学校体育館

日本財団ビル

ＴＵＹフレンドパーク

福島大学

１０/１６

１１/０６～１１/0７

１１／１７～１１／1８

１１/26～１１/２８

１２/０３～１２/０５

１２/１０～１２/１２

１２/１７～１２/19

1/９

２/27

3/05～3/06

9/０９～9/１１

９/24～9/２５

１０/03～１０/０６

１０/１４～１０/１６

１０/２８～１０/３０

-ノ

第７Ｃ 回

２０１０年

１１/7～１１/９兵庫県加古川市加古川刑務所

洲

第７１回１１／１３～１１／１４

第７２回１１/22～１１/2３

佐賀県佐賀市

福島県福島市

大阪府岸和田市

三重県鈴鹿市

東京都八王子市

栃木県宇都宮市

山口県山口市

岡山県岡山市

静岡県静岡市

岡山県岡山市

三重県鈴鹿市

京都府京都市

福井県敦賀市

東京都日野市

東京都港区

山形県山形市

福島県福島市

福島県郡山市

福島県いわき市

大阪府大阪市北区

三重県四日市市

徳島県徳島市

福井県敦賀市

栃木県大田原市

宮城県多賀城市

神奈川県横浜市

奈良県奈良市

奈良県奈良市

三重県四日市市

福井県福井市

和歌山県和歌山市

第７３回１１/24～１１/2５宮城県仙台市

5/３１～6/２

６/4～6/６

６/９

９/１７～g/１８

１０/９

４
１
６
４

１
２
２
１

ノ
ノ
ノ
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４
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２
２
２
３
ノ
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ヘ
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へ
へ
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５

３
０
５
２
－
へ
２

１
２
２
７
１
２
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【刑務所内の講堂で受刑者を待つメッセンジャー】

２０１０年６月４～６日
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Ｚ［会場は教室２部屋運営を学生が担った】
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【家族で来場リ【友達とメッセンジャーに見入る】

『Partｌ』２００３年＆『PartⅡ』２００６年開催
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■『生命のメッセーーージ展ｉｎ奈良少年刑務所』■
２０１０年６月９日
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２００６年６月１６～１８日

【生命のメッセージ展の赤い毛糸玉につなぐ】

…
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Ｉ■『生命のメッセージ展ｉｎ奈良高専学園祭』■
２００１年１１月１０～１１日

〆■乃曲?一

｜蕊

ｉｌ風>〈 劇
，

■『生命のメッセージ展ｉｎ奈良２０１０』■

■『生命のメッセージ展ｉｎ国会』■
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